
１ バイタルサインの診かた
♥脈拍の診かた
♥血圧測定
♥呼吸状態の把握
♥心電図
♥胸部の聴診
♥意識レベルの評価

２ 静脈路の確保
♥穿刺しやすい静脈
♥点滴の準備
♥静脈確保
♥静脈注射
♥注射針による静脈確保
♥翼状針による静脈確保
♥筋肉注射
　
３ 局所麻酔
♥歯科用局所麻酔薬と注射用器具

♥表面麻酔
♥浸潤麻酔
♥歯根膜内麻酔と周囲浸潤麻酔
♥伝達麻酔
♥下歯槽神経伝達麻酔にかかわる解剖
♥下顎孔伝達麻酔の実際
♥下顎孔伝達麻酔の問題点
♥下歯槽神経近位伝達麻酔法
♥後上歯槽枝伝達麻酔

４ 精神鎮静法
♥笑気吸入鎮静法の準備
♥笑気吸入鎮静法の実際
♥静脈内鎮静法
♥静脈内鎮静法の実際
　
５ ペインクリニック
♥三 神経痛
♥三 神経麻痺

♥顔面神経麻痺 　

６ 歯科治療が関与する全身的合併症
♥神経性ショック
♥血管収縮薬に対する過敏症
♥アナフィラキシー
♥過換気症候群
♥局所麻酔薬中毒

７ 救急蘇生
♥一次救命処置（BLS)
♥気道異物の除去
♥用手による気道の確保
♥エアウェイによる気道の確保
♥人工呼吸
♥心臓マッサージ（胸骨圧迫）
♥自動体外式除細動器（AED）
♥二次救命処置（ALS)
♥歯科診療室に常備すべき救急薬
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　前著『歯科臨床医のための 痛管理と全身管理の基本』を上梓してすでに12年が経過し，この間，歯科を受診する患者の様相は大き
く変わった．歯科患者の著しい高齢化と有病者の増加は，これまでにも増して安全な歯科管理のための配慮を求めている．疾病とその
治療法について十分理解することが，全身疾患を有する患者の安全な歯科管理の基本であり，日常の歯科臨床では，それを踏まえた基本
的な手技の実践が，疾患の増悪を生じさせないためにも重要である．
　本書では，基本的な手技のステップ写真と解説を見開きで示し，理解を容易にした．また，新しい情報を取り入れるとともに，今日，広
く理解されるようになった救急時の対応について多くのページを割いた．
　全身疾患をもつ，もたないにかかわらず，患者の多くは歯科治療に伴うさまざまな不安を抱えている．苦痛を与えない歯科治療と，合
併症を予防するための適切な対応は，患者との信頼関係を確立し，患者と歯科臨床医に与えるメリットは計り知れない．既刊『歯科診療
で知っておきたい全身疾患の知識と対応』とともに，本書が，患者の不安，そして歯科臨床医の悩みを少しでも解消することに役立つな
らば幸甚である．（序文より）
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歯科診療で知っておきたい

疼痛管理と全身管理の基本

● 苦痛を与えない，安全な歯科治療を行うために
　 押さえておきたい基礎知識．
● バイタルサインの診かた，局所麻酔から救急蘇生
　 までの基本手技を370枚のステップ写真とイラ
　 ストで示した日常歯科診療で役立つ疼痛管理・
　 全身管理マニュアル.
●「歯科診療で知っておきたい全身疾患の知識と対
　 応」の姉妹編

最新刊 「歯科臨床医のための 痛管理と全身管理の基本」新訂版「歯科臨床医のための 痛管理と全身管理の基本」新訂版
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